
化 学

計算のために必要な場合には， 以下の数値を使用せよ。

原子量

　

Ｈ ＝１．Ｏ

　

Ｃ ＝１２．Ｏ

　

Ｎ ＝１４．０

　

０ ＝１６．Ｏ

　

Ｃ１＝３５．５

Ｃａ ＝４０．Ｏ

　

Ｃｕ ＝６３．６

　

Ｚｎ＝６５．４

アボガドロ定数

　

６．０２×１０２３／ｍｏｌ

気体定数

　

８．３１×１０３Ｐａ．Ｌ八ｍｏｌ．Ｋ）

ファラデー定数

　

９．６５×１０４Ｃ／ｍｏｌ

絶対零度

　

－２７３℃

回 次の文章 の， ｍ を読み， 問 熔 ら問 座 答えょ。特に指示がない場合は

解答欄に単位を書かなくてよい。

〔工〕 純物質の状態は， 温度と圧力で決まる。 ある温度と圧力において， 物質が

　

どのような状態をとるかを示した図は状態図とよばれる。 水と二酸化炭素の

　

状態図は， ３本の曲線によって３つの領域に分けられ， それぞれが固体， 液

体， 気体のいずれかの状態を表す。３本の曲線の交点は ロ コ とよば

　

れ， そこでは， 固体， 液体， 気体の３つが共存する。 ３本の曲線のうち， 液

　

体と気体を分ける曲線は， ある温度と圧力の点で途切れる。 この点は

　

口 口 とよばれ， それ以上の温度と圧力では， 物質は気体とも液体とも

区別がつかない中間的な性質をもつ状態となる。この状態の物質ま Ｅ コ

　

とよばれる。

　　

ここで， 物質の状態（固体， 液体， 気体）のうち， 液体に着目する。 純粋な

　

液体（純溶媒）に， 塩化ナトリウムやグルコースのような不揮発性物質を溶か

　

すと， 溶液の凝固点は純溶媒の凝固点よりも低くなることが知られている。

①
この性質は凝固点降下とよばれ， 自動車エンジンの冷却水用の不凍液や道路

　

の凍結防止剤などに利用されている。 また， 一定量の溶媒に不揮発性物質を

　

溶かしていく場合に， ある量以上になるとこの物質が溶けなくなる。 この一

　　　　　　　　　　

② －

　

定量の溶媒に対する限度の量は溶解度とよばれ， 溶解度と温度の関係を表し

た曲線を溶解度曲線という。
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問． 空欄 □ コ から Ｅ コ に入る最も適切な語句を書け。

問２

　

水と二酸化炭素の状態変化について， 次の記述のうち正しいものをすべて

　

選び， 解答欄の記号を０で囲め。

（ａ） 水に加わる圧力が， 大気圧（１．０１３× １０５Ｐａ）よりも小 さいと， 水 は

　

１００℃ より低い温度で沸騰し， 逆に， 大気圧よりも大きいと， 水は１００℃

　

より高い温度で沸騰する。

（ｂ） 二酸化炭素は大気圧（１．０１３× １０５Ｐａ）のもとで昇華するが， 水はそれに

　

加わる圧力がどのような値でも昇華しない。

（ｃ） ある温度および圧力で， 水は固体（氷）であるとする。 この状態から， 温

　

度を一定に保ち圧力を上げていった場合， いずれの温度でも， 固体は別の

　

状態に変化することはない。

（ｄ） ある温度および圧力で， 二酸化炭素は固体であるとする。 この状態か

　

ら， 温度を一定に保ち圧力を上げていった場合， いずれの温度でも， 固体

　

は別の状態に変化することはない。

問３

　

下線部①であげた凍結防止剤として利用されている代表的な物質は， 塩化

　

カ ル シ ウ ム ＣａＣー２である。 水１００ｇに塩化カルシウム１．１１ｇを溶かして塩

　

化カルシウム水溶液をつくり，２５℃ からゆっくりと冷却すると， ０℃ より

　

低い温度で凝固が始まった。 このとき， 純粋な水が凝固する場合と異なり，

　

混合物の温度が徐々に下がり続けた。 この凝固過程では， 氷と水溶液が共存

　

しており， ある時点において生じている氷の質量は２８ｇであった。 このと

　　

きの水溶液の温度〔℃〕を計算し， その数値を有効数字２桁で書け。 ただし，

　　

この時点までの凝固過程において， 水のモル凝固点降下は１．８５Ｋ・ｋｇ／ｍｏｌ

　

で一定とする。 また， 塩化カルシウムは水溶液中で完全に電離していると

　

し， 氷の中には存在しないとする。
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問４

　

下線部②に関連して， 塩化カルシウム無水物の溶解度曲線は図１のように

　

なるとする。 質量パーセント濃度が４０％ の塩化カルシウム水溶液を１００ｇ

　

作製し，２５℃ からゆっくりと －２０℃ まで冷却すると， 塩化カルシウム六

　

水和物 ＣａＣー２・６Ｈ２０ が水溶液中に析出した。 このときに析出した塩化カル

　

シウム六水和物の質量〔ｇ〕の値を有効数字２桁で書け。 また， 導出過程も書

　

け。

〔ｇ／水１００ｇ〕
８５

８０

７５

７０

溶
解 ６５
度

６０

５５

５０

４三２５－２ｏ －１５ １・ｏ ■５

　

０

　

５

　

１ｏ １５

　

２０

　

２５

温度

　　　　　　　　　

〔℃〕

図１
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〔Ｄ〕
ａ）

大気圧下，ｂ）
２７℃ において， 図２（ａ）のように半透膜で仕切ったＵ 字管の

左側の Ａ 室に４５０ｍＬの純水を入れ， ｘ〔ｍｇ〕湾グルコース Ｃ６Ｈ，２０６を純水

に溶かして作った４５０ｍＬの水溶液を右側のＢ室に入れた。 この場合， 純水

とグルコース水溶液の間で □ コ が半透膜を通って水溶液中に拡散し，

液面差を生じる。Ｕ字管の両側の液面の高さが変化しなくなるまで待ったと

ころ， Ａ 室の純水とＢ室のグルコース水溶液の間の液面差は１ｏｃｍ になっ

た（図２（ｂ））。 一般に， 溶媒が半透膜を通って浸透しようとする圧力を浸透圧

という。 希薄な溶液の場合， 浸透圧， 溶液の体積， 溶質の物質量， 絶対温度

の間には， 理想気体の状態方程式と同じ形の式が成り立つ。 この関係は，

Ｅ コ の法則とよばれる。

以下の間５から間７では， Ｕ字管の断面積は一定であり， １０．ｏｃｍ２とす

る。 また， 水の蒸発は無視できるとし， 水とグルコース水溶液の密度はいず

れも１．ｏｏｇ／ｃｍ３とする。

（ａ）初期状態

半透膜

純水

　　　　　　

グルコース水溶液

（ｂ）長時間放置後の状態

図２

純水

　　　　　　

グルコース水溶液

糟蓋：①＝：：：：：：工－－
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問 ５ 空欄 ロ コ と ヒ コ に入る最も適切な語句を書け。

問６

　

図２（ｂ）の状態について， 以下の（１）から（３）に答えよ。 物質に働く重力は，

　

次式のように物質の質量と重力加速度の積で与えられる。

重力〔Ｎ〕＝質量〔ｋｇ〕×重力加速度〔ｍ／ｓ２〕

ただし， ｌｐａ＝ＩＮ／ｍ２であり， 重力加速度は９．８０ｍ／ｓ２とする。

（１） Ｂ室のグルコース水溶液の液柱において， Ａ 室の液面と同じ高さ 旦の

　

面には， その上部にある１ｏｃｍの液柱に働く重力による圧力Ｐが生じ

　

る。 この圧力Ｐ〔Ｐａ〕を求め， その数値を有効数字２桁で書け。

（２） 長時間放置した後に１ｏｃｍの液面差が生じた際の，Ｂ室に存在するグ

　

ルコース水溶液の浸透圧 刀〔Ｐａ〕を， 尤（グルコースの質量〔ｍｇ〕）を含んだ

　

式で表せ。 また， 導出過程も書け。 式の中に含まれる数値の有効数字は２

桁とする。

（３） Ｂ室のグルコース水溶液に含まれるグルコースの質量ズ〔ｍｇ〕の値を計

算し， その数値を有効数字２桁で書け。
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問７

　

下線部ａ）からｃ）について， 図２（ａ）の状態において， 外気圧， 温度， 溶

　

質を以下のａ）からｃ）のようにそれぞれ独立に変化させた。 それぞれの変化

　

を独立に加えたとき， 長時間放置した後のＡ室とＢ室の液面差に関する適

　

切な記述を， 下の（あ）から（う）の中からそれぞれ１つ選び， 解答欄の記号を

　

０で囲め。

ａ） Ｕ字管の置かれている空間の外気圧を， 大気圧の２倍にした。

ｂ） Ｕ字管と周囲の温度を２７℃ から７℃ に変化させた。

ｃ） グルコース水溶液の代わりに， グルコースと同じ物質量の塩化ナトリ

　

ウム ＮａＣーが溶けた４５０ｍＬの水溶液をＢ室に入れた。

（あ） １ｏｃｍ になった。

（い） １ｏｃｍ よりも大きくなった。

（う） １ｏｃｍよりも小さくなった。

一３２－



回 次の文章を読み， 問 め ら問 妹 答えょ。

　　

酸素は反応性に富み， 多くの元素と化合して酸化物をつくる。 酸化物は酸性酸

　

化物， 塩基性酸化物， 両性酸化物こ大別され， 金属元素の酸化物は ヒ コ 結

　

合で 非 金属元素の酸化物ま 口 口 結合でできているものが多い。

　　　

ａ）

　　

酸性酸化物が水と反応するとオキソ酸を生じる。 同一元素のオキソ酸であって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｂ）

　　

も， 中心原子の酸化数の異なるいくつかのオキソ酸がある。 例えば， 硫黄Ｓの

オキソ酸には， 硫黄の酸化数が 十４の亜硫酸 Ｈ２Ｓ０３と 十６の硫酸Ｈ２Ｓ０４があ

る。 酸にはマグネシウムや亜鉛などの金属を， 水素を発生しながら溶解する」性質
ｃ）

がある。 また， オキソ酸の中には塩酸には溶解しない金属を溶解する性質を持つ－

　　　　

ｄ）
ものがある。

　

アルカリ金属元素の酸化物はすべて塩基性酸化物であり， 水と反応して水酸化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご

物となる。 水酸化ナトリウムは空気中の二酸化炭素を吸収して， 白色の固体で水

によく溶ける炭酸ナトリウム Ｎａ２Ｃｏ３に変化する。

　　　　　

ｅ）

　

アルミニウムの酸化物である酸化アルミニウムＡー２０３は両性酸化物である。

アルミニウムの工業的製造では， Ａ１２０３を主成分とし少量の酸化鉄Ｆｅ２０３など

　　　　　　　　　　　　

ｆ）

を含むボーキサイトとよばれる鉱物が原料として使用されている。 両性元素（両

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｇ）
Ｊ性金属）である亜鉛は， ボルタ電池， ダニエル電池のほか， 市販のマ・ンガン乾電

　　　　　　　　

ｈ）

池やアルカリマンガン乾電池などでも活物質として使用されている。 マンガン乾

電池では塩化亜鉛と塩化アンモニウムの水溶液が， アルカリマンガン乾電池では

水酸化カリウムの水溶液がそれぞれ Ｅ コ として使われている。

問． 文中の空欄 Ｅ コ から Ｅ ｑ に入る最も適切な語句を書じナ。

問２

　

下線部ａ）に関連して， 水素の酸化物である水Ｈ２０を考える。 次の①と

　

②の反応では， ブレンステッド・ローリーの酸と塩基の定義に従うと， Ｈ２０

　

は酸と塩基のいずれとして働いているか。 解答欄①および解答欄②にそれぞ

　

れ書け。

　

①

　

塩化水素 ＨＣ－がＨ２０ に溶解して， 塩化物イオンＣ－－を生成する反応。

　

②

　

アンモニア ＮＨ３がＨ２０ に溶解して， アンモニウムイオンＮＨ４
十を生成

　　

する反応。

－３４－



問３

　

下線部ｂ）に関連して， 塩素のオキソ酸のうち， ①最も強い酸の物質名と

　

化学式を解答欄①に， ②最も弱い酸の物質名と化学式を解答欄②にそれぞれ

　

書け。 ただし， 物質名は解答欄（あ）に， 化学式は解答欄（い）に書くこと。

問４

　

下線部ｃ）に関連して， 濃塩酸の入ったビーカーに亜鉛の金属片を入れる

　

と， 亜鉛片は直ちに濃塩酸と反応し水素を発生しながら溶けたが， 銅の金属

　

片を入れても， 銅片と濃塩酸とが反応する様子は見られなかった。 この現象

　

について述べた以下の文中の空欄 ロ コ から ロ コ に入る最も適切

な語句を次の語群から選択して書け。

語群

　　

可逆

　

イオン

　

電気陰性度 エネルギー

　

電子

　

酸塩基

イオン化傾向

　

酸化還元 電離平衡

　

大き

　

小さ

亜鉛は水素より ロ コ が ロ コ いため濃塩酸に溶けるが，銅は水

素より ロ コ が ロ コ いため濃塩酸に溶けない。亜鉛が濃塩酸に溶

けるとき， 亜鉛は Ｅ ｑ の一部を失い亜鉛イオ な， 水素イオンは

Ｅ コ を受もナ取り気体の水素となる。このように水素の発生と金属の濃

塩酸への溶解は同時に起こり， Ｅ コ の授受を伴うので， Ｅ コ 反

応のひとつといえる。

問 ５

　

下線部ｄ）に関連して， 以下の問いに答えよ。

　

（１） 銅が①希硝酸および②濃硝酸に溶解する反応を， イオン式を含まない化

　　

学反応式で， 解答欄①および解答欄②にそれぞれ書け。

　

（２） 鉄やアルミニウムは， 濃硝酸には溶けない。 この理由として正しいもの

　　

を以下の（ａ）から（ｃ）の中から１つ選び， 解答欄の記号を０で囲め。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ち

　　

（ａ） 鉄やアルミニウムが濃硝酸と反応すると， その表面が硝酸塩の繊密な

　　　

被膜で覆われるため。

　　

（ｂ） 鉄やアルミニウムが濃硝酸と反応すると， その表面が窒化物（窒素と

　　　

の化合物）の繊密な被膜で覆われるため。

　　

（ｃ） 鉄やアルミニウムが濃硝酸と反応すると， その表面が酸化物の繊密な

　　　

被膜で覆われるため。
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問６

　

下線部ｅ）に関連して， 以下の問いに答えよ。

（１） Ｎａ２Ｃ０３の水溶液の液性として正しいものを以下の（ａ）から（ｃ）の中から

　

１つ選び， 解答欄の記号を○で囲め。

（ａ） 酸性

（ｂ） 中性

（ｃ） 塩基性

（２） Ｎａ２Ｃ０３の水溶液の液性を決定する反応のうち主要なもの１つを， イオ

　

ン式を含む化学反応式で書け。 ただし， 反応物はＮａ２Ｃ０３と水Ｈ２０ とす

　

るこ と。

問７

　

下線部ｆ）に関連して， アルミニウムの工業的製造では， ボーキサイ トか

　　

ら純粋な酸化アルミニウムを得る必要がある。 ボーキサイトに含まれる酸化

　

アルミニウムと酸化鉄の分離操作を表す記述として適切なものを以下の（ａ）

　

から（ｆ）の中から１つ選び， 解答欄の記号を０で囲め。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

かくはん
（ａ） ボーキサイトを濃塩酸に入れて加熱しながら撹梓すると， 酸化鉄は溶解

　

せずに沈殿し， 酸化アルミニウムのみが溶解する。

（ｂ） ボーキサイトを濃塩酸に入れて加熱しながら撹梓すると， 酸化アルミニ

　

ウムは溶解せずに沈殿し， 酸化鉄のみが溶解する。

（ｃ） ボーキサイトを濃硫酸に入れて加熱しながら撹梓すると， 酸化鉄は溶解

　

せずに沈殿し， 酸化アルミニウムのみが溶解する。

（ｄ） ボーキサイトを濃硫酸に入れて加熱しながら撹律すると， 酸化アルミニ

　

ウムは溶解せずに沈殿し， 酸化鉄のみが溶解する。

（ｅ） ボーキサイトを濃い水酸化ナトリウム水溶液に入れて加熱しながら機拝

　

すると， 酸化鉄は溶解せずに沈殿し， 酸化アルミニウムのみが溶解する。

（ｆ） ボーキサイトを濃い水酸化ナトリウム水溶液に入れて加熱しながら撹枠

　

すると， 酸化アルミニウムは溶解せずに沈殿し， 酸化鉄のみが溶解する。
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問８

　

下線部ｇ）に関連して， 以下の問いに答えよ。

（１） 亜鉛が水酸化ナトリウムの水溶液に溶解する反応を， イオン式を含まな

　

い化学反応式で書け。

（２） 亜鉛イオンを含む水溶液にアンモニア水を加えると， 水酸化亜鉛

　

Ｚｎ（ＯＨ）２の沈殿 が生 じる。 さ らに過剰 のア ンモニ ア水 を加 えると，

　

Ｚｎ（ＯＨ）２は溶解する。Ｚｎ（ＯＨ）２がアンモニア水に溶解する反応を， イオ

　

ン式を含む化学反応式で書け。
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問９

　

下線部ｈ）に関連して， 以下の問いに答えよ。

　　

図１のように， 金属Ａの板とそれを浸した金属Ａの硫酸塩の水溶液と，

　

金属Ｂの板とそれを浸した金属Ｂの硫酸塩の水溶液との間を素焼き板で仕

　

切って電池を作った。 使用した硫酸塩中の金属原子の酸化数はいずれも 十２

　

であり， 水溶液中の硫酸塩の濃度はいずれもｌｍｏｌ／Ｌとする。

　

（１） 金属Ａに鉄Ｆｅを用い， 金属 Ｂとして（ａ）銅 Ｃｕ，（ｂ）亜鉛Ｚｎ，（ｃ）スズＳｎ

　　

を用いたとき， 金属 Ａが正極に， 金属 Ｂが負極となるのはどれか。（ａ），

　　

（ｂ），（ｃ）の中からあてはまるものをすべて選び， 解答欄の記号を０で囲め。

　

（２） 金属ＡにＺｎを用い， 金属 ＢにＣｕを用い， これらを硫酸亜鉛および硫

　　

酸銅（Ｄ）の水溶液にそれぞれ浸した電池を作った。 この電池で，０．１０ＯＡ

　　

の一定電流を１．００時間取り出した。 ①Ｚｎ板と②Ｃｕ板の質量変化〔ｇ〕を

　　

有効数字３桁でそれぞれ求めよ。 質量が増加した場合は符号＋を，，減少し

　　

た場合は符号－を用いて表すこととし， 符号と数値を合わせて解答欄①お

　　

よび解答欄②にそれぞれ書け。 ただし， この電池で生じる反応は金属の溶

　　

解と析出のみであり，Ｚｎの溶解や析出はＺｎ板と硫酸亜鉛水溶液との間

　　

でのみ生じ， Ｃｕの溶解や析出はＣｕ板と硫酸銅（ロ）水溶液との間でのみ

　　

生じるものとする。 また， 反応に関わる電子はすべて外部に接続した導線

　　

中を通るものとする。

＼
＼１／

／

素焼き板

金属Ａの硫酸塩の
水溶液

　　

図１
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回 炭素， 水素， 酸素原子のみから構成される化合物Ａがぁる。 実験１から実験

　

１０に関する以下の文章を読み， 間１から問１１に答えよ。 シスートランス異性体

　　

は区別するが， 不斉炭素原子により生じる立体異性体は区別しない。 構造式や不

　

斉炭素原子の表示（＊）を求められた場合は，（例１）にならって書け。 また， 高分

　

子化合物の構造式は，（例２）にならって書け。

（例 １）

　　　　　　　　　　　　　　　　

（例 ２）

ぬ〆ｉ
ん選も ｆＣＨ２一「 甘ＣＨ２一宇Ｈｔ

実験１

　

化合物Ａを水酸化ナトリウムで完全に加水分解し， 希塩酸を加えて酸

性にすると， 化合物 Ｂ， Ｃ， Ｄ が得られた。

実験２

　

化合物Ｂに金属ナトリウムを加えると， 水素が発生した。 化合物Ｂと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ａ）

　　

濃硫酸を混ぜ１３０～１４０℃ に加熱すると， 常温常圧で無色の液体である有

　　

機化合物Ｅが得られた。 化合物Ｂはグルコース Ｃ６Ｈ，２０６に適切な酵素を

　　

作用させることでも得られる。

実験３

　

化合物Ｂにニクロム酸カリウムの硫酸酸性水溶液を加えて加熱する

　　

と， 化合物Ｆが得られた。 化合物Ｆにフェーリング液を加えて加熱する

　　

と， 赤色沈殿が生じた。 化合物Ｆは， 炭化カルシウムに水を作用させて

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｂ）

　　

得られる化合物Ｇに， 触媒を用いて水を付加させることでも得られる。

実験４

　

化合物Ｃの分子式はＣ６Ｈ６０４である。 化合物Ｃのすべての炭素原子

　　

は， 交互に単結合と二重結合で結合しており， 二重結合はすべてトランス

　　

形である。 化合物Ｃは炭酸水素ナトリウムと反応して二酸化炭素を発生

　　

した。 化合物 Ｃ１ｍｏｌを水酸化ナトリウムで中和すると， ２ｍｏｌの水酸化

　　

ナトリウムと過不足なく反応した。
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実験５

　

化合物Ｃに適切な触媒を用いて水素を付加させると， 分子量が４．０増

　　

加した化合物Ｈが得られた。 化合物Ｃに適切な条件で臭素を付加させる

　　　

と， 水素を付加させたときと同じ物質量の臭素が付加した化合物１が得ら

　　

れた。

実験６

　

化合物Ｈよりメチレン基－ＣＨ２－が１つ少ない化合物Ｊを加熱すると，

分子内で脱水反応を起こし， 六員環の環状化合物Ｋが得られた。

実験７

　

化合物Ｄは４つの置換基をもつ芳香族化合物であり， 分子量は１６０以

　　

下であった。 化合物 Ｄ７．５ｍｇを完全に燃焼させたところ， 二酸化炭素

　　

２２．ｏｍｇと水６．３ｍｇのみが得られた。

実験８

　

化合物ＤはＦｅＣ１３水溶液による呈色反応を示さなかった。

実験９

　

化合物Ｄを適切な酸化剤を用いて酸化すると， 化合物Ｌが得られた。

　　

化合物Ｌを加熱すると， 分子量が３６．０減少した化合物Ｍが得られた。

　　

分析装置を用いて， 化合物Ｌのベンゼン環の炭素原子に結合している２

　　

つの水素原子の位置を調べたところ， 化合物Ｌは， ２つの水素原子が互

　　

いに か（バラ）位にある構造をもっていた。

実験１０

　

化合物 Ｍ１ｍｏ１とアニリン２ｍｏｌを適切な条件で反応させると， 化合物

Ｎと化合物０のみが得られた。

問１

　

下線部ａ）の反応により有機化合物Ｅが得られる。化合物Ｅの構造式を書け。

問２

　

化合物Ｆの構造式を書け。

問３

　

下線部ｂ）の反応により化合物Ｇが得られる。 この反応の反応式を書け。
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問４

　

化合物Ｇに触媒を用いて塩化水素を付加させて得られる化合物Ｐとアク

　

リロニトリルの共重合を行ったところ， 共重合体Ｑ が得られた。

（１） 共重合体Ｑの構造式を書け。

（２） 以下の文中の空欄 Ｅ コ に入る最も適切な語句を解答欄こ漢字２字

で書け。

　

高分子化合物をつくる重合反応には， 共重合体Ｑのように， 不飽和結

合をもつ単量体を反応させ， 分子間で次々に付加反応が起こって高分子化

合物が生成する付加重合と， 分子内に２個以上の官能基をもつ単量体を反

応させ， 分子間で水などの簡単な分子がとれて次々に 巨 コ 皮応が起

こって高分子化合物が生成する Ｅ コ 重合がある。

（３） 共重合体Ｑの平均分子量は１．７８×１０４であった。 共重合体Ｑに含まれ

　

る化合物Ｐに由来する構成単位とアクリロニトリルに由来する構成単位

　

の個数の割合が２：１の場合， 共重合体Ｑに含まれる化合物Ｐに由来する

構成単位の平均個数を解答欄（あ）に， アクリロニトリルに由来する構成単

位の平均個数を解答欄（い）に， それぞれ有効数字３桁で書け。 なお， 重合

度は大きく末端の影響は無視できる。

問５

　

化合物１の構造式を書け。 不斉炭素原子に＊印をつけよ。

問６

　

化合物Ｋの構造式を書け。

問７

　

化合物Ｄの分子式を書け。

問８

　

化合物Ｄの構造式を書け。
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問９

　

化合物 Ｍの構造式を書け。

問１０

　

化合物Ｎと化合物０は構造異性体の関係にある。 これらのうち， １つの

　

構造式を書け。

問１１

　

化合物Ａの構造式を書け。
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